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2020 年 10 月 27 日

各      位

会 社 名 株 式 会 社 Ｆ Ｐ Ｇ

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 谷 村 尚 永

（東証第一部・コード：7148）

問合せ先 経 理 １ 部 長 坪 内 悠 介

（ TEL. 03-5288-5691）

2020 年 9 月期連結業績予想の修正に関するお知らせ

2020 年 5 月 13 日に公表した 2020 年 9 月期通期の業績予想を、下記の通り修正しましたのでお知らせ

いたします。

１．2020 年 9 月期通期業績予想の修正(2019 年 10月１日～2020 年 9 月 30 日)

(単位：百万円)

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
親会社株主に帰属

する当期純利益

１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ） 13,200 4,000 4,400 3,100 34.98 円

今回発表予想（Ｂ） 12,703 1,875 1,705 1,123 12.83 円

増 減 額（Ｂ－Ａ） △497 △2,125 △2,695 △1,977

増 減 率（ ％ ） △3.8 △53.1 △61.3 △63.8

（ご参考）前期通期実績

（2019 年 9 月期）
26,595 14,432 14,394 10,035 113.01 円

２．修正の理由

2020 年 5 月 13 日付「第 2四半期業績予想と実績との差異及び業績予想の修正に関するお知らせ」及

び 2020 年 5月 13 日付「Air Mauritius Limited の任意管理手続き申請に伴う当社への影響について(開

示事項の経過)」でお知らせしたとおり、2020 年 9月期第 2 四半期において、通期業績予想の修正を行

いました。

しかしながら、上記 Air Mauritius Limited（以下、AML）に関し、AML の破綻後も機体の継続使用

について交渉を行っておりますが、決着には時間を要する可能性があることから、当社の資産に計上

した販売用航空機を新型コロナウイルス感染症の影響による機体価値の低下を踏まえ損失処理をする

ことが妥当と判断し、2020 年 9 月期決算において、売上原価に販売用航空機評価損 1,574 百万円を新

たに計上することといたしました。

また、上記事項に加え、売上高は 2020 年 5 月 13 日付で公表した業績予想よりやや減少し、営業利

益については、当該売上高の減少、販売用航空機評価損の売上原価への計上及び販売コストの増加に

より減少いたしました。これらに加え、AML に関し営業外損益で当該リース事業から生じた損益として

当該事業のノンリコースローンの為替差損等を含めた 559 百万円の正味費用を計上した結果、2020 年

9 月期通期業績予想を修正いたしました。

なお、当社は保有しているオペレーティング・リース事業の匿名組合出資持分を商品出資金として
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計上しておりますが、その中で上記 AML 以外に破綻したリース先はございません。

詳細は、本日公表の「Air Mauritius Limited に関する評価損の計上に関するお知らせ」をご参照く

ださい。

以 上


